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石垣市
一般財団法人石垣市
農業開発組合

令和元年度 令和3年度
株出栽培の10a当たり
収量5%以上増加

kg/10a 4,199 4,858 5,820 246% - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ○ ○
トラクター等を導入することで単収向上を目指し、
目標が達成された。

読谷村 沖縄県農業協同組合 令和元年度 令和3年度
株出栽培の10a当たり
収量5%以上増加

kg/10a 4,842 6,068 4,717 -10.2% - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ○ ○

ハーベスタを導入することで削減した労働時間を
欠株補植や早期株出管理に当て、株出栽培にお
ける単収を増加する計画だったものの、収穫時期
に長雨が続き、ハーベスタによる機械収穫が困難
となり、また、収穫後期には手刈収穫で対応したこ
とから、早期の株出管理作業が困難となったた
め、目標未達となった。
 しかしながら、事業計画は妥当であり、事業執行
は適切であることから、引き続き目標達成に向け
た取組を求め、次年度に再評価を行うものとする。

糸満市
農業生産法人有限会
社南星ファーム

令和元年度 令和3年度
10a当たりの労働時間
10%以上削減

hr/10a 47.36 24.54 25.55 95.6% - -
生産量を平年水準
以上に増加

t 1,373.56 1,487.45 1,085.2 -253.2% - -
株出栽培の10a当
たり収量5%以上増
加

t/10a 4.83 5.45 5.80 157.3% - - A - ○ ○

ハーベスタを導入することで削減した労働時間を
欠株補植や早期株出管理を行った結果、労働時
間の削減と株出単収の増加についての目標は概
ね達成することができた。
 一方、生産量の増加については、春時期の作業
を分散し、労働力を確保するために、株出栽培か
ら夏植栽培へ作型を転換したことから、収穫面積
が減少（夏植栽培の収穫は翌年度となるため）し
たため目標未達となった。
　しかしながら、事業計画は妥当であり、事業執行
は適切であることから、引き続き目標達成に向け
た取組を求め、次年度に再評価を行うものとする。

【R1当初】_持続的生産強化対策事業（さとうきび農業機械等リース支援事業）
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